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、
  

七
月
三
日
午
前
十
時
、
水
温
ニ
十
ニ
度
。
少
し
肌
寒
い
け
れ
ど
今
日

は
プ

ー
ル
開
き
の
日
。
で
も
子
供
達
は
、
寒
さ
も
な
ん
の
そ
の
。
 

水
に
入
れ
ば
、
も
う
河
童
。水
を
か
け
た
り
、
か
け
ら
れ
た
り
。
 

（
東
小
学
校
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毎
号
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じ
こ
ん
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く
だ
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。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
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な
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虫
 

（日程）平成5年度虫おくりと火まつり行事 

月 	日 時間 主力行事 場 所 時間 併 催 行 事 

7 月25日 

（日） 
16 : 00 

第n回ごしよがわら 

ハイ力ラ祭り 

8 月 1 日 

（日） 

08 】 

10 : 

18 : 

00 

00 

30 

津軽選抜闘技大会 

五所川原市民囲碁・ 

将棋大会 

大町夜の歩行者天国 

8 月 2 日 

（月） 

08 : 

18 : 

30 

30 

市民交通安全 

ゲートボール大会 

大町夜の歩行者天国 

8月 3 日 

（火） 

8月4日 

（水） 

10 

18 

19 

: 30 

: 30 

: 30 

虫お く り 

虫送り 

火まっり 

花火大会 

市内ー円 

駅前～ 

岩木河原 

岩木河原 

8 月 5 日 

（木） 
19 : 00 ね ぶ た 市内―円 

10 : 

18 : 

30 

00 

げ 	ん 	と 	忌 

神明宮本町前夜祭 

（宵宮） 

8 月 6 日 

（金） 
19 .00 ね ぷ た 市内ー円 

10 : 

12 	: 

00 

00 

神明宮本町例祭

県下登山ばやし大会 

8 月 7 日 

（土） 

9
 
0
 
3
 

0
 
0
 

0
  

ー
  

相撲大会

ね ぷ た 

市営相撲場

市内ー円 

0
 
0
 
0
  

0
 
0
 
0
  

8
 
8
 
3
  

0
 
0
 

‘
ー
 
 

東 北 闘 鶏 大 会

東北・北海道馬力大会 

チャリテイー第4回 

青森県歌謡選手権大会 

【
 

平成 5年 7 月15日 2 

かしら 

出番を待つ虫頭 

「虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
」
の
 

加
 
藤
 
粕
 

男
さ

ん
 

（
漆川
‘
浅
井
）
 

虫
を
作
っ
て
三
十
年
 

私
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
物
を
つ
 
ル
、
小
さ
な
も
の
は
二
十
セ
ン
チ

く
る
こ
と
が
好
き
で
し
た
。
昭
和
 
と
、

毎
日
、
五
穀
豊
穣
、
悪
疫
退

三
十
九
年
、
こ
の
お
祭
り
と
共
に
、
 
散
、
交
通
安
全
を
祈
り
「
つ
、
虫

虫
を
つ
く
っ
て
三
十
年
に
な
り
ま
 
を
つ
く
「
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

し
た
。
大
き
な
も
の
は
六
メ
ー
ト
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ね
ぷ

難

汐
、
向
こ
迫
」
 昭

和
四
十
八
弁
か
ら
「
虫
お
く
り
」
に
火
を
と
り
入
れ
て
始
ま
っ

た
「
虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
」
は
、
昨
年
で
二
十
回
目
と
な
り
、
県

外
か
ら
は
多
く
の
ツ
ア
ー
客
が
訪
れ
、
青
森
に
は
、
ね
ぷ
た
の
他
に
、
 

こ
ん
な
に
素
適
な
ま
「
り
が
あ
っ
た
の
か
、
参
加
で
き
て
う
れ
し
か
 

「
た
、
と
沢
山
の
お
礼
の
手
紙
を
載
き
ま
し
た
。
 

今
年
は
二
十
一
年
目
。
更
に
、
市
民
参
加
型
（
と
、
新
し
い
ス
テ

ッ
プ
の
年
で
す
。
 

夏
の
日
の
、
思
い
出
づ
く
り
に
、
 「火
ま
つ
り
」
に
参
加
、
み
ん

な
で
、
い
い
汗
を
か
こ
う
ノ
 

「火
ま
つ
り
」
参加
の
問
い
合
わ
せ
 
五
所
川
原
青
年
会
議
所
 

客
一
一一
五ー
四
〇
四
ル
 

」
▲
 

寺町交差点 
A 

丸大薬局交差点 
A 

旧口ータリー 
A 

手
 

土
 

岩木川  ~ 
I 乾橋 

火
ま
つ

り
運
行
経
路
 

案内所 

木村石油 

丸大薬局 

前広場  ~ 

夏
ま
つ

り
協
賛
 

五
所
川
原
市
民
 

囲
碁

・
将
棋
大
会
 

一
、
日
時
 
平
成
五
年
八
月
一
日
 

（
日
曜日
）
午
前
＋
時
 

一
一
、場
所
 
五
所
川
原
囲
碁
将
棋

セ
ン
タ
ー

（
田
町
一〇
八
）
 

中
井
整
形
ト
ナ
リ
 

会
費
 

大
人
 
一
、
〇
〇
〇
円
 

小
中
学
生
 
五
〇
〇
円
 

試
合
方
法
 

囲
碁
の
部
 

A
級
5
五
段
以
上
 

B
級
5
二
段
よ
り
四
段
ま
で
 

c
級
5
初
段
以
下
 

（
対局
は
ハ
ン
デ
制
）
 

将
棋
の
部
 

A
級
5
三
段
以
上
 

B
級
5
初
段
か
ら
二
段
ま
で
 

c
級
5
一
級
よ
り
三
級
ま
で
 

D
級
5
四
級
以
下
 

※
c
級
優
勝
者
に
は
初
段
の

免
状
を
贈
る
。
 

昼
弁
当
付
。
 

日
本
将
棋
連
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五
所
川
原
支
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青
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五
所
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原
市
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七
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六
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美
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不
響
 
私
の
風
景
⑩
 

「
 

野
 
上
 
修
 

三
さ
ん
 

（市
内

雛
田
一

六
一
7

三
九
）
 

「中
崎
道

踏
切
付
近
よ

り
 

津
軽
富
士
を

眺
む
」
 

私
は
共
栄
部
落
に
入
る
手
前
、
 

鉄
道
線
路
付
近
か
ら
田
園
の
中
の

一
本
松
を
通
し
て
眺
め
る
岩
木
山

の
姿
は
津
軽
富
士
の
名
に
相
応
し
 

く
私
の
好
き
な
風
景
で
、
よ
く
カ

メ
ラ
を
肩
に
駆
け
つ
け
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
 

初
夏
の
残
雪
の
輝
き
、
青
田
の

涯
に
浮
か
ぶ
岩
木
山
、
春
は
白
い

り
ん
ご
の
花
、
秋
は
実
り
の
黄
金

田
と
赤
く
た
わ
わ
な
り
ん
ご
の
鮮

や
か
さ
、
冬
は
津
軽
の
風
物
詩
と

な
り
煙
を
た
な
び
か
せ
て
走
る
ス

ト
ー
ブ
列
車
な
ど
を
前
景
と
す
る

岩
木
山
は
、
あ
る
時
は
吾
々
に
語

り
か
け
る
よ
う
な
優
し
さ
を
、
あ

る
時
は
厳
し
く
何
物
も
拒
絶
す
る

威
圧
感
を
現
し
、
こ
の
付
近
か
ら

見
る
岩
木
山
は
私
の
心
を
捕
ら
え

て
離
さ
な
い
。
こ
の
た
め
私
は
無

心
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
 

,
 私

達
の
ま
ち
か
ら
 

火
災
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
ク
 

廿
火
災
発
生
最
悪
の
ペ
ー
ス
廿

当
市
の
火
災
の
発
生
件
数
は
六

月
二
十
三
日
現
在
で
十
八
件
と
な

り
、
昨
年

一
年
間
の
発
生
件
数
と

並
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
 

こ
の
ま
ま
で
は
平
成
元
年
の
一
一

十
四
件
を
超
え
、
過
去
五
年
間
に

お
い
て
最
も
多
か
っ
た
、
昭
和
六

十
三
年
の
年
間
三
十
六
件
に
次
ぐ

ペ
ー
ス
で
す
。
 

夏
休
み
も
近
づ
き
子
供
た
ち
の

花
火
遊
び
も
多
く
な
り
ま
す
。
次

の
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
、
 

五
所
川
原
市
か
ら
火
災
が
な
く
な

る
よ
う
み
ん
な
で
気
を
つ
け
ま
し
 

〈
火
の
用
心
七

つ
の
ポ
イ
ン
ト
〉
 

」
 
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
を
し
な
い
。
 

乙
 
子
供
に
は
、
 マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。
 

＆
 
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火

を
し
な
い
。
 

主
 
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
 

そ
の
場
を
は
な
れ
な
い
。
 

＆
 
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
 

も
の
を
置
か
な
い
。
 

a
 
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。
 

乙
 
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
近
。っ
け
な
い
。
 
 

浬
磐
会
に
備
ひ
て
掃
除
す
る
婦
人
 

無
縁
仏
に
も
や
さ
し
く
仕
え
 

山
上
 
和
美
 

さ
け
ら
れ
ぬ
手
術
を
な
さ
ん
病
院

の
湯
殿
に
病
め
る
躯
を
あ
ら
ふ
 

佐
藤
 
義
則
 

縄
と
び
の
大
波
小
波
に
髪
乱
し
余
 

念
な
き
子
ら
タ
映
の
な
か
 

大
久
保
勘
三
 

国
民
の
為
の
政
治
を
願
い
つ
つ
耐
 

い
来
し
日
々
と
今
と
人
々
 

小
笠
原
俊
亮
 

「東
日
流
外
三
郡
誌
」
は
偽
書
と

断
定
の
論
文
学
者
よ
り
賜
わ
る
る

日
に
こ
も
り
て
読
む
 関

 
喜
代
栄
 

点
検
を
重
ね
て
築
く
“
火
災
ゼ
口
）
 

曾
意
の
花
か
G
 

⑥
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
へ
 

〇
白
取
妙
子
氏

（
市内
飯
詰
、
長
円
寺
内
、
日
本
禅
 

画
家
協
会
教
授
）
廿
だ
る
ま
絵
 

⑥
市

へ
 

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所

（
藤
田
亮平
所
長
）
 

廿
自
動
点
滅
器
五
十
コ
 

＠
教
育
振
興
会
へ
 

,
 

短
 

歌
 

五
所
川
原
短
歌
会
 

〇
山
形
清
蔵
氏
（
松
島

一
丁
目
八
十
三
）廿
二
十
万
円

⑥
く
る
み
園
へ
 

〇
川
山
踊
謡
力
ラ
オ
ケ
・
あ
か
つ
き
会
（
藤
森
千
代

美
代
表
）
廿
津
軽
民
謡

・
踊
り
・
歌
謡
 

〇
西
北
五
針
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
会
廿
針
・
灸

・
マ
ッ
サ
ー
ジ

〇
市
老
連
芸
能
部
廿
踊
り
 
治

療

〇
五
所
川
原
青
年
会
議
所
（
山
口
俊
輔
理
事
長
）

廿

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
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「中
崎
道
踏
切
付
近
よ
り

津
軽
富
士
を
眺
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共
栄
部
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に
入
る
予
前
、

鉄
道
線
路
付
近
か
ら

m凶
の
小
の

A

本
松
を
通
し
て
眺
め
る
岩
木
山

の
迩
は
は
粁
宮
止
の
名
に
相
応
し

く
私
の
好
き
な
胤
泣
で
、

よ
く
カ

メ
ラ
を
肩
に
駆
け
つ
け
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

初
川
弘
の
残
咋
の
附
き
、
庁
間
の

派
に
浮
か
ぶ
岩
木
山
、
存
は
引
い

り
ん
ご
の
花
、
秋
は
実
り
の
昨
(令

回
と
亦
く
た
わ
わ
な
り
ん
ご
の
鮮

や
か
さ
、
冬
は
市
粍
の
胤
物
詩
と

な
り
州
を
た
な
び
か
せ
て
止
る
ス

ト
ー
ブ
列
車
な
ど
を
前
日
以
と
す
る

岩
木
山
は
、
あ
る
時
は
汗
々

に
諮

り
か
け
る
よ
う
な
優
し
さ
を
、
あ

る
時
は
厳
し
く
何
物
も
拒
絶
す
る

威
圧
感
を
現
し
、
こ
の
付
近
か
ら

見
る
岩
木
山
は
私
の
心
を
捕
ら
え

て
離
さ
な
い
。
こ
の
た
め
私
は
無

心
に
シ
吋
ツ
タ
ー
を
切
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

私
達
の
ま
ち
か
ら

火
災
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
H

H

火
災
発
生
最
悪
の
ぺ
ー
ス
H

山1
山
の
火
災
の
発
生
件
数
は
じ
ハ

ハA.
卜
:
JH
現
住
で
十
八
件
と
な

り
、
昨
年

.
年
間
の
先
生
件
数
と

並
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
半
成
ぺ
年
の

A

一

卜
川
件
を
必
え
、
過
去
-h
年
間
に

お
い
て
H
M
も
多
か
っ
た
、

川川和ぃ
ハ

卜
一七
年
の
年
間
一二
卜ぃ
ハ
件
に
次
ぐ

ペ
ー
ス
で
す
。

夏
休
み
も
近
づ
き
子
供
た
ち
の

花
火
遊
び
も
多
く
な
り
ま
す
。
次

の
じ
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
立
し
、

バ
所
川
原
市
か
ら
火
災
が
な
く
な

る
よ
う
み
ん
な
で
気
を
つ
け
ま
し

ょ・つ。
〈
火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〉

L

寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
を
し
な
い
。

チ
供
に
は
、
マ

ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

胤
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火

を
し
な
い
。

」
大
ぷ
ら
を
山仰
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
は
な
れ
な
い
。

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
山円
か
な
い
。

ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

2. 3. 4. 5. 7. 6. 

善
意
の
芯
か
ご

圃

唾

4 

五
所
川
原
短
歌
会

平成5;1'-7)11511 

:特出
械 繋
仏 会
lこ[こ

も f蔚
ペコ v-
さで
し Jη}

山 く除
1-. f上 す

える
平11 !t，u 
美人

さ
け
ら
れ
ぬ
予
術
を
な
さ
ん
病
院

の
湯
殿
に
病
め
る
躯
を
あ
ら
ふ

佐

雌

義

則

制
と
び
の
大
波
小
波
に
髭
乱
し
余

念
な
き
子
ら
タ
映
の
な
か

大
久
保
勘
宅

国
民
の
為
の
政
治
を
願
い

つ
つ
耐

い
来
し
日
々
と
A
7
と
人
々

小
笠
原
俊
亮

「い米
川
流
外
二

.m誌
」
は
偽
書
と

断
定
の
論
文
学
寄
よ
り
賜
わ
る
る

け
に
こ
も
り
で
読
む

関

喜
代
栄

@
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

O
白
取
妙
子
氏

(市
内
飯
日
、
長
円
寺
内
、
日
本
禅

両
家
協
会
教
段
)
H
H
だ
る
ま
絵

@
市
へ

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所

(雌
田
亮
一千
所
長
)

ー
自
動
点
滅
山
市
・
h
卜
コ

@
教
育
振
興
会
へ

O
山
形
清
蔵
氏
(松
島

一

r
H八
卜
一一一)
リ
一

@
く
る
み
園
へ

O
川
山
踊
謡
カ
ラ
オ
ケ
・
あ
か
つ
き
会

(藤
森
千
代

美
代
表

)
H津
軽
民
謡

・
踊
り

・
歌
謡

O
西
北
五
針
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
会
H
針
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

O
市
老
連
芸
能
部
H

踊

り

治

療

O
五
所
川
原
青
年
会
議
所

(
山
口
俊
輔
理
事
長
)
l

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス

卜
万
円



」好
中
学
校
校
舎
新
築
落
成
 

よ
ろ
こ
び
の
あ
い
さ
つ
を

述
べ
る
 

川
浪
孝
宏
君
 

署
一

源
遠
き
岩
木
川
 

萌
ゆ
る
緑
野を
潤
お
し
て
 

コンピューター教室 

》
プ
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J
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と
‘
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ク
ロ
マ
ツ
」
 

訊

田
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鎌
 

玄
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dノ
ー
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く
 

、
Iて
、
、
ノ
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（
黒
 
松
）
 

‘
紀
 

(
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私
が
小
学
校
二
年
生
の
頃
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
松
は
、
父

が
植
え
た
も
の
で
す
。
も
う
六
十
年
余
に
な
り
ま
し
た
。
 

父
も
よ
く
こ
う
し
て
、
手
入
れ
を
し
て
い
ま
し
た
ね
ェ
。
 

勇
定
の
仕
方
は
、
見
よ
う
見
真
似
で
覚
え
た
も
の
で
す
。
松
が
好

き
で
、
そ
の
後
植
え
た
も
の
な
ど
、
今
で
は
数
本
に
な
り
ま
し
た
。
 

田
ん
ぼ
の
仕
事
が
終
わ
っ
て
一
段
落
し
て
、
松
の
あ
る
庭
を
見
る

と
、
ほ
ん
と
う
に
、
さ
っ
ぱ
り
し
ま
す
。
も
う
、
日
課
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ク
ロ
マ
ツ
は
、
土
質
は
選
び
ま
せ
ん
が
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
、
砂
土
が
い
い
よ
う
で
す
よ
o
 

クロマツ 

γ
 

開
く
 

市
立
三
好
中
学
校
（
小
笠
原
正

道
校
長
、
生
徒
数
百
十
人
）
の
校

舎
新
築
落
成
記
念
式
典
が
、
六
月

二
十
五
日
、
佐
々
木
市
長
を
は
じ

め
、
工
事
関
係
者
、
来
賓
等
が
出

席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

校
舎
は
、
木
造
二
階
建
て
（
一

部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
、床
面
積
二
、
 

一
二
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
屋
内
運

動
場
一
、〇
八
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
 

設
備
も
、
市
内
で
は
は
じ
め
て
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
専
用
教
室
が
あ

る
な
ど
、
近
代
的
な
中
に
も
、
木

の
香
り
の
や
さ
し
い
、
ぬ
く
も
り
 
 

の
あ
る
建
物
と
な
り
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
「
こ
の
学
校
の

勤
労
、
責
任
、
敬
愛
、
の
素
晴
ら

し
い
校
訓
を
心
に
、
国
際
人
と
し

て
世
界
に
は
ば
た
く
人
材
に
成
長

し
て
く
だ
さ
い
い
と
あ
い
さ
つ
。
 

生
徒
代
表
と
し
て
、
三
年
生
の

川
浪
●雲
君
が
「
木
の
香
も
清
々

し
く
、
き
れ
い
な
学
校
で
学
べ
る

喜
び
を
胸
に
、
三
好
中
学
校
の
名

に
恥
じ
な
い
よ
う
、
が
ん
ば
り
ま

す
い
と
よ
ろ
こ
び
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
 

0 

明
る
＜
校
歌
を
う
た
ー
つ
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も
や
さ
し
く

中
学
校
校
舎
新
築
落
成

市
立

4a
aU
中
学
校

(小
笠
原
正

道
校
長
、
生
徒
数
行
卜
人
)
の
校

舎
新
築
部
成
記
念
式
典
が
、

ぃハ
川

二
卜
江
川
、
佐
々
木
市
長
を
は
じ

め
、
工
事
関
係
将
、
来
賓
等
が
出

席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

校
舎
は
、
木
造
二
階
建
て
(
一

部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
)、
床
面
相
二
、

て
一
山
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
屋
内
運

動
場

一
、
O
八」
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、

設
備
も
、
市
内
で
は
は
じ
め
て
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
咋
用
教
室
が
あ

る
な
ど
、
近
代
的
な
小
に
も
、
木

の
作
り
の
や
さ
し
い
、
ぬ
く
も
り

の
あ
る
建
物
と
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は
「
こ
の
学
校
の

勤
労
、

H
M
任
、
敬
愛
、
の
素
晴
ら

し
い
校
訓
を
心
に
、
国
際
人
と
し

て
世
界
に
は
ば
た
く
人
材
に
成
長

し
て
く
だ
さ
い
J

」
と
あ
い
さ
つ
。

生
徒
代
表
と
し
て
、

六
年
生
の

川
浪
孝
宏
れ
が
「
木
の
ふ
九
日
も
山
々

し
く
、
き
れ
い
な
学
校
で
学
べ
る

喜
び
を
胸
に
、

一二
好
中
学
校
の
名

に
恥
じ
な
い
よ
う
、
が
ん
ば
り
ま

す
日
と
よ
ろ
こ
び
の
・
行
業
を
述
べ

ま
し
た
。

よ
ろ
こ
び
の
あ
い
さ
つ
を

述

べ

る

川

浪

孝

宏

君

コンビュータ 教室

可哩

写
真

l萌源ゆ 遠
。るき
緑岩
野木
を川
i閏
お
し
て

明
る
く
校
歌
を
う
た
う

「ク
ロ
マ
ツ
」

(
黒

松

)

開米隆ーさん
(鶴ケ岡 ・鎌田)

私
が
小
学
校
二
年
生
の
頃
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
松
は
、
父

が
州
え
た
も
の
で
す
。
も
う
い
ハ
ト
年
余
に
な
り
ま
し
た
。

父
も
よ
く
こ
う
し
て
、
予
入
れ
を
し
て
い
ま
し
た
ね
ェ

。

前
川
定
の
仕
方
は
、
見
ょ
う
見
真
似
で
党
え
た
も
の
で
す
。
松
が
好

き
で
、
そ
の
後
納
え
た
も
の
な
ど
、
今
で
は
数
木
に
な
り
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
の
仕
事
が
終
わ

っ
て
一

段
訴
し
で
、
松
の
あ
る
庭
を
見
る

と
、
ほ
ん
と
う
に
、
さ

っ
ぱ
り
し
ま
す
。
も
う
、

日
課
に
な

っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ク
ロ
マ
ツ
は
、
ヒ
抗
は
選
び
ま
せ
ん
が
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
、
砂
七
が
い
い
よ
う
で
す
よ
。

クロマツ
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自
然
観

察
会
・
 

早
朝
観

察
会
を
開
催
し

ま
す
 

飯
詰
下

岩
崎
分

館
・

飯
詰
分

館
共
催

講
師
 
木
村

啓
津

軽
植

物
の
会
会
長
 

（
飯
詰
小
学
校
長
）
 

平成 5年 7月15日 6 

自
然
観
察
会
 

日
時
 
七
月
十
八
日

（
日
）
午前
 

十
時
5
午
後
二
時
 

集
合
場
所
 
飯
詰
小
学
校
前
 

観
察
場
所
 
不
動
公
園
周
辺
 

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

早
朝
観
察
灘
」
 

日
時
 
九
月
二
士
一
日

（
水
）
午
 

前
六
時
5
七
時
 

集
合
場
所
 
飯
詰
小
学
校
前
 

観
察
場
所
 
羽
黒
神
社
周
辺
（飯
詰
）
 

徒
歩
で
現
地
（
行
き
ま
す
。
 

た
ば

こ
は
地
元

で
買
い
ま
し
よ

う
 

ミ瀧は 

生か恕でI言ヲ 

dr ． 」  
、v 

で買い革Cょう‘ 

,
 

あ
な
た
の
パ
ワ
ー
、
見
せ
て
く
だ
さ
い
o
 

シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

新
会
員
募
集
ノ
 

お
お
む
ね
六
1
歳
以
上
で
、
楽
し
く
働
い
て
み
た
い
、
と
い
う
力
は
 

q
会
費
一
〇
〇
〇
円
と
写
真
、
通
帳
（
郵
便
局
）
を
ご
持
参
の
上
、
事

務
局
ま
で
。
 

こ
れ
か
ら
仕
事
を
希
望
さ
れ
る
方
、
仕
事
の
注
文
を
し
た
い
方
、
止
（
 

に
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
市
福祉
事
務
所
2
F
雪
三
四

ー
八
八
四
四
）
 

▽
お
仕
事
の
注
文
も
セ
ン
タ
ー
へ
 

ー
 

こ
ん
な
仕
事
を
し

て
い
ま
す
 

あ
な
た
の
。ハ
ワ

l
、
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
会
員
募
集
ノ
・

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
で
、
楽
し
く
働
い
て
み
た
い
、
と
い
う
方
は

年
会
費
一

0
0
0円
と
写
真
、
通
帳
(
郵
便
局
)
を
ご
持
参
の
上
、
事

務
局
ま
で
。

こ
れ
か
ら
仕
事
を
希
望
さ
れ
る
方
、
仕
事
の
注
文
を
し
た
い
方
、
共

に
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
(市
福
祉
事
務
所
2
F
宮
三
四
|
八
八
四
四
)

マ
お
仕
事
の
注
文
も
セ
ン
タ
ー
へ

自
然
観
察
会
・

早
朝
観
察
会
を
開
催
し
ま
す

飯
詰
下
岩
崎
分
館
・
飯
詰
分
館
共
催

講

師

木
村
啓
津
軽
植
物
の
会
会
長

(飯
詰
小
学
校
長
)

圃

判
闘
閣
制
口

日
時

九
月
二
十
二
日
(
水
)
午

前
六
時

1
七
時

集
合
場
所

飯
詰
小
学
校
前

観
察
場
所

羽
黒
神
社
周
辺
(
飯
語

徒
歩
で
現
地

へ
行
き
ま
す
。

嗣
附
岡
崎
閣

日
時

七
月
十
八
日
(
日
)
午
前

十
時

1
午
後
二
時

集
合
場
所

飯
詰
小
学
校
前

観
察
場
所

不
動
公
園
周
辺

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

た
ば
こ
は
地
元
で
買
い
ま
し
ょ
う

6 平成5年 7月15十l



にJ 試 験 日 9 月12日 (W 

0試験会場 青森市・‘・青森山田高等学校 

C） 	 ノ1、戸市・・・光星学院高等学校 

0受イ寸期間 8 月 2 日～ 8 月 9 日 

平成5年度消防設備士試験事育lI講習会 

期 日 場 	所 時 	間 受付
期間 

受講
対象 

8/10 
、 

8/12 

青森県立 
八戸高等技術専門学校 

9 】 00"- 
12 : 00 

13 : 00- 
17 : 00 

7/23 
、 

8/2 

1類 
4類 
6類 

8/24 
5 

8/26 

青森県立 
青森高等技術専門学校 

9 】 00- 
12 : 00 

13 : 00-- 
17 : 00 

7/30 
5 

8/9 

1類 
4類 
6類 

※願書及び申し込み書は消防本部にあり

ます。 

〇間い合わせ 消防本部予防課展35詔019 
ー l'Jし’口”ノ‘= lHIvJノサ口I, 丁 H/J口木（内線25・27) 

母子家庭等のみなさん 

「医療費給付受給資格証」 
を更新してください 

市では、所得の少ない母子家庭等の医療費の

負担を軽減することにより、母子家庭等の福ネI」二

の増進を図ることを目的とした制度を実施してー 

います。 

＞更新手続 （すでに受給されている方は、次

のものをご持参の上おいでください） 

イ． 受給資格証 ロ． 保険証 ハ． 印鑑 

レ期間 」h1)戎 5 年 7月19日～平成 5年 7 月23日

ン新規申請手続 （新規の方は次のものをご持参ください） 

イ．保険証 ロ． 印鑑 

>対象者 

イ．母子家庭の母が扶養する児童および父母

のない児童（満18歳まで） 

ロ． イの児童を養育する母（但し自己負担1,000円） 

※新規申請は随時受付しております。 

D問い合わせ 福ネ止事務所福祉這果（内線299) 

平成 5年度消防設備士試験 

Li平成 5 I度 市合同金婚式 Li 

対象ご夫婦はお申し込みを―。 

今年も、めでたく結婚50年を迎えられた長寿

ご夫婦を心からお祝いするため、合同金婚式を

開催します。 

対象夫婦 婚姻以来50年（昭和18年婚姻） 

を経過したご夫婦。 

申し込み締め切り 平J戎 5年9月 l0日 （金） 

日時、場所については、追ってお知らせしま 

・す。 

お申し込み 市福祉事務所高齢者対策課又は、 

各支所窓口へ。 

問い合わせ 市福祉事務所高齢者対策課 一 

（内線294) , 

能力開発セミナー（7 月分ン 

～ハソコン事務系講座～ 

ボリテクカレッジ青森― 

妬
  

コース名 主な内容 対
象
  

｛疋
『
貝
 

日
数
 

開講日時 

1
  

パソコン 
ワープロ入門 

太
よ
作
 
郎
る
と
 
ソ

基
文
 
フ

本
書
 
ト

的
作
 

一
に
操
成
 

初
級
者
  

10 nJ
口
H
 
 

7 月19日囲 
、 

7 月21日困 

9 : 00 
、 

16 】 00 

2
  

パソコン 

による 
表計算入門 

一
一
た
算

ロ
2

し
計

タ
3
基
操
  

1
使
的

方

ス
を
本
作

一
用
表
法
 

初
級
者
  

10 n
J
 
口
H
 
 

7月22日困 
、 

7月24日（旧 

9 : 00 
、 

16 : 00 

＞受講資格 学歴、年齢、性男リは問いません。 

ン受 講 料 各コースとも、 2,000円。 

）お申し込み・お問い合わせ （青森職業能力
開発短期大学校）開発援助課胃(0173)37-3201 
（定員に達し次第締め切ります。） 

7 平成 5年 7 月15日 

国
民
年
金
の
 

任
意
加
入
 

ご
存
知
で
す
か
 

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者

（
二

十
歳
5
六
十
歳
ま
で
）
以
外
の
方

が
希
望
し
て
加
入
す
る
こ
と
で
す
。
 

①
日
本
国
籍
で
外
国
に
住
ん
で
い
 

る
ニ
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
 

の
人
。
 

②
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
五
十

九
歳
ま
で
の
人
で
、
厚
生
年
金
 

（
共
済組
合
）
の老
齢
（
退
職
）
年

金
を
受
け
て
い
る
人
。
 

そ
の
他
、
六
十
歳
か
ら
六
十

四
歳
ま
で
の
人
で
年
金
を
受
け

る
た
め
の
不
足
期
間
が
、
五
年

以
内
で
あ
れ
ば
任
意
加
入
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
年
金
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
過
去
に
保
険
料
の
納

め
忘
れ
や
、
免
除
の
期
間
が
あ

る
人
は
、
任
意
加
入
す
る
こ
と

に
よ
り
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

保
険
料
は
、
月
額
一
〇
、
五

〇
〇
円

（
平成
五
年
度
分
）
で

す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
国
保
年
金
課
へ
 

（内
線
ニ
六
七
）
 

「平成5年度 市合同金婚式「
母子家庭等のみなさん

l 「医療費給付受給資格証JI 
を更新してください

対象ご夫婦はお申し込みをー。

今 年 も 、 め で た く 結 婚50年を迎えられた長寿

ζ 犬射を心からお祝U、するため、合|言l金 婚 式 を

開催します。

対象夫婦 附 姻 以 来 50年(昭和 18年婚姻)

を経過したご夫婦。

申し込み締め切り 平成 5年 9月 10日(金)

FI 時、場所については、追ってお知らせしま

す 。

お 申 し 込 み

各支所窓口へ。

問い合わせ 市 福 祉 事 務 所 高 齢 者 対 策 課

(内線294)

市福祉ギ務所高齢者対策課又は、

「能力開発セミナー (7月分)寸

」ー~パソコン事務系講座""，___j

diでは、所制の少ないほチ家庭等の医療貨の

:0.十r1を軽減することにより、母子家庭等の栢祉

の明進を凶ることを目的とした制度を実施して

います。

仁〉更新手続 (すでに受給されている万は、次

のものをご持参の上おいでくださ u、)

イ. 受給資格証 ロ.保険証ハ.印鑑

[>期 間 平成 5年 7月19口~平成 5年 7月23日

じ>新規 申請 手続 (新規の方は次のものをご持参ください)

イ.保険証ロ.印鑑

じ>対象者

イ.母子家庭の母が扶養する児童および父制

のない児童(満18歳まで)

ロ.イの児童を養育する母(但し (1己負担1，∞opl)

※新規申請は随時受付しております。

じ>問い合わせ 福祉事務所福祉課(内線299)

平成5年度消防設備士試験
ー ポリデワカレッジ青森一

0試験日 9月 12日(臼)
.Ho: コース名 主 な 内 容

対定 日

0試験会場 青森市ーー・青森山田高等学校

象員 数開講日時

。 八戸市ーーー光星学院高等学校
一太郎ソフ卜

7月19日(月)

初

0 受付期間 8 月 2 日 ~ 8 月 9 日
1 ノ4ソコン による基本的

級
10 3 I 7月21日(本)

ワープロ入門 操作と文害作 名 日 9: 00 

平成5年度消防設備士試験事前講習会 成
者

期日 場i 1受~J付1昔] 受講

16: 00 

所 時 間
対象 7月22日(本)

8 10 9 : oo~ 7/23 
ノξソコン

ロータス 1-
初

青森県立
1類

12: 00 2 による
2-3を使用

級
10 3 I 7月24日(上)

八戸高等技術専門学校 13: OO~ 
4類 した基本的表 名 日 9: 00 

8/12 
表計算入門 者

17: 00 8/2 6類 計算操作方法

8/24 

16 : 00 

青森県立
9 : OO~ 7/30 l要員
12: 00 b受 講 資 格

青森高等技術専門学校
4類

学歴、年齢、性別 は聞いません。

8/26 
13: OO~ 
17: 00 8/9 6類 b受 講 料 各コースとも、 2，000円。

※願書及び申し込み害は消防本音11にあり じ>お申し込み・お問い合わせ (青森職業能プ

ます。
開発短期大学校)開発援助諜宮 (0173)37-320 

0問い合わせ 消防本部予防課 335-2019 
(定員に達し次第締め切ります。)

(内線25・27)
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の
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国
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金
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強
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二

十
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5
六
十
歳
ま
で
)
以
外
の
方

が
希
望
し
て
加
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す
る
こ
と
で
す
。

①
日
本
国
籍
で
外
国
に
住
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で
い

る
二
十
歳
か
ら
六
十
四
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ま
で

の
人
。

②
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
五
十

九
歳
ま
で
の
人
で
、
厚
生
年
金

(
共
済
組
合
)
の
老
齢
(
退
職
)年

金
を
受
け
て
い
る
人
。

そ
の
他
、
六
十
歳
か
ら
六
十

四
歳
ま
で
の
人
で
年
金
を
受
け

る
た
め
の
不
足
期
間
が
、
五
年

以
内
で
あ
れ
ば
任
意
加
入
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
年
金
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
過
去
に
保
険
料
の
納

め
忘
れ
や
、
免
除
の
期
間
が
あ

る
人
は
、
任
意
加
入
す
る
こ
と

に
よ
り
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

保
険
料
は
、
月
額
一

O
、
五

O
O円
(
平
成
五
年
度
分
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す
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と
は
国
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七
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平成5年7fj 15日7 



~●」― 白 
~ ― ~ 
山 ~ー 」ノIー」 寸 地 

第一一種 5 

市営住宅入居者募集／ 

第二種 33)i 

みんなでつくろう
きれいな環境 

みんなの迷惑不法投棄はやめましょう 

不法投棄者に対しては廃棄物の処理及び清掃

に関する法律によって懲役または罰金が科せら

れます。(6カ月以下の懲役または50万円以下の罰金） 

不法投棄の状況を目撃した方は、 日時や場所、 

車両番号 （トラツクなどに書いてある名称）を

警察か保健環境課へ至急通報してください。 

市保健環境課（内線269) 

一
」
ん
な一
」
と
 

も
う
、や
め
ま
し
よ
う
 

市役所 35 一 2111 

団 地 所 在 地 種 別 構 造 住 	宅 	規 	模 床面積 家 賃 敷 	金 

富士見 五所川原市字蓮沼14 一 種 
中 層 

4階建 

2--4F 	6帖間・ 6帖間・ 5帖間・ 

LDK (約18.70n?) 
77.92 n? 35,000 3 カ月分 

同
 
上
 

同 	上 二 種 同 上 

iF 	6帖間・6帖間・LDK（約23.8ポ） 

2--4F 	6帖間・ 6帖間・ 5帖間・ 

LDK (j15.75nf) 

59.31 n 

75. 39n? 

25,000 

33,000 

同 	上 

同 	上 

⑨入居資格 
	

事情にある方）であること。 

ン市内に住所又は勤務場所を有する方。 	 ＞現に住宅に困窮してル、ることが明らかな方。 

. ＞現に同居し、又は同居しようとする親族（婚 ン次に掲げる収入基準の該当者であること。 

約の成立してーいる方、又は婚姻関係と同様の 

種 収入基準 扶 養 親 族 

第 ―種 

115,000以上 
198,000以下 

（月 	額） 

1 人 2 人 3 人 4 A 5 人 

4,027 ,999 4,463 ,999 4,903 ,999 5,339 ,999 5,779 ,999 

第 二 種 
115,000以下 
（月 	額） 

2,707 ,999 3,207 ,999 3,659 ,999 4,095 ,999 4,531 ,999 

⑥申し込み手続き及び書類について 

(1）入居申し込み書（建築住宅課にあります。） 

(2）所得に関する証明書 （前年度の源泉徴収票か市 

町村税務課発行の所得証明書を添付すること。） 

(3）住民票の謄本又はIり糾に（女昏昇向中の人は双方 

の住民票。）  

(4）婚姻の予約者については婚糾J証明書（建築 

住宅課にあります。） 

⑥申し込み先及び問い合わせ 建築住宅課 

(3階）内線242 （書類は申し込み者が持参のこと） 

⑨申し込み期間 

平成 5年 9月 1日～9月21日まて二 

青森県をイメージアップさせる 

5〇字提案夢集 

私たちの青森県を、もっと素晴らしい、魅力

ある地域にしたい。そんな願いをこめて、青森

県をイメージアップさせるためのあなたの夢や

考えを50字程度にまとめてご提案ください。 

＞応募資格 どなたでも結構です。 

ン応募方法 官製ハガキに、住所、氏名（フリガ

ナ）、性別、年齢を記入のうえ、ご郵送ください。 

ン募集期間 平成5年8月 1日～8 月31日 

（当日消印有効） 

ン発表等 応募者のなかから、抽選により100 

名様にテレフオンカードを差し上げます。な

お、当選者の発表は、発送をもってかえさせ

ていただきます。 

じ・応募先・問い合わせ先 青森県企画部調整課

総合調整担当 〒030 青森県青森市長島1 ー 

1 - 1 合 0177-22-1111 (ri線 2149) 

平成 5年7月15日 8 

市役所 35 -2111 

富士見団地 |市営住宅入居者募集/
第一種 5戸 第二種 33戸

団地 所 在 I也 磁別 椛造 fJ二 <f:: I先 床 IITI陥 家 u 守主 イb

五所川原市字蓮沼14
'1'府 2~4F 611J占!日J.6帖Il¥J・5中l'ill:J・

77.92n1 富士見 一 極
4階建 LDK (約18.70n1)

35，000 3ヵ}J分

1 F 6帖r:n・61帖11:]・LDK(品!'J23.8m')
59.31 n1 25，000 い1

向上 同 J-. 二 施 !日l 上 2~4 F 6 ~Jlîr/fj ・ 6中市防1・5 ~Jfî r:i] ・
75.39m' 

LDK (約15.75m')
33，000 I'IJ 

。 入居資格 事情にある方)であること 。

仁〉市内に住所又は勤 務場所を有する万。 じ〉現に住宅に困 窮 して い る こ と が 明 ら か な 点。

c>現に同居し、又は同居しようとする親族(婚 じ〉次に掲げる収入基準の該当者であること 。

約の成立している方、又は婚姻関係 と同様の

種 局リ 収入基準 扶 養 彩t 族

115，000以上 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人
第 一 種 198，000以下

(月 額) 4，027，999 4，463，999 4，903，999 5，339，999 5，779，999 

第 二 種
115，000以下

2，707，999 3，207，999 3，659，999 4，095，999 4，531，999 
(月 額)

。 申し込み手続き及び書類について

(1)入居申し込み害(建築住宅課にあります。)

(2) 所得に関する証明許 (前年度の源泉徴収票か市

町村税務謀発行の所得証IYJ，'iを添付すること。)

(3)住 民票の謄本又は抄本(婚約中の人は双方

の住民票。)

(4) 婚姻の予約者については婚約証明詐(建築

住宅課にあります。)

。 申し込み先及び問い合わせ 建築住宅課

(3階) F人1*}弘242 (:;IJ煩は巾し込み布が持参のこと)

@ 申し込み期間

平成 5 年 9 月 1 Fl ~9 月 2 1 日まで

みんなでつくろう
きれいな環境

|みんなの迷惑不法投棄はやめましょ う|

青森県をイメージアップさせる
150字提案|募集

こ
ん
な
こ
と

も
う
、
や
め
ま
し
ょ
う

ねたちの汗森県を、もっと素晴らしい、魅力

ある地域にしたい。 そんな1Jí~1t、をこめて、 -，'子治

県をイメージアップさせるためのあなたの~':や

考えを50字程度にまとめてご催案ください。

じ>応募資格 どなたでも結構で、す。

じ>応募方法 rr製ノ¥カずキに‘住所、氏名(フリカ‘

ナ)、性別、年齢を記入のうえ、ご郵送くださいo

b募集期間 平 成5年 8Fl11-1~8 月 31 H 

(当日消印有効)

じ>発表 等 応募者のなかから、抽選により 100

名機にテレフォンカードを差し上げます。な

お、当選者の発表は、発送をも ってかえさせ

ていただきます。

c>応募先・問い合わせ先 青森県企画部調務課

総合調整担当 干030白森県百戸森市長山'j1 -

1 -1 80177 -22 -1111 (内線 2149)

不法投棄者に対しては廃棄物の処理及び清掃

に関する法律によって懲役または罰金が科せら

れます。(6力月以下の懲役または50万円以下の罰金)

不法投棄の状況を目撃した方は、日時や場所、

車両番号(トラックなどに書いてある名称〉を

警察か保健環境課へ至急通報してくださ い。

市保健環境課 (内線269)

平成5年7月15f:1 8 



夏の交通安全運動 

」平成 5年7月21日（水）から 
実施期間く平成

5年7月30日（田まで〉
10日間 

運動の重点 

① 飲酒連転の追放 

② シートベルトの正しい着用の徹底

③ 子どもと高齢者の交通事故防止

④ 違法駐車の締め出し 

第 1回 青森県民駅伝競技大会 
出場選手の選考会を実施します 
ン期 日 平成 5 年 8 月 1 日 （日） 

＞会 場 五所川原商業高校 グラン ド 

＞受 付 8 時30分～ 9 時40分 

ン参加資格 

〇中学生（男女）一般（女）3,000mlo時10分スタート 

〇一般（高校・大学生含む）5,000mlo時30分ズタート 

青森県民駅伝競技大会 五所川原市実行委員会 

五所川原市教育委員会社会体育課 内線250 

第12回 青森県小学生 
陸上競技大会五所川原市予選会 
）期 日 平成 5 年 8 月22日 （日） 

開会式 9:30 競技開始10: 00 閉会式15:00 

ン会 場 五所川原市飯詰勤労青少年センター陸上競技場

ン種 目 男子 4 年lOOm・5 年lOOm・6 年 

lOOnl ・ 200m・1, 500m・走幅跳・ポ’ール投4X100mR 

女子 4 年lOOm・ 5 年lOOnl・ 6 年 

lOOm・200m・800m ・走幅跳・dミ’ール投 4X100nR 

※ソフトボール 1号を使用（ボール投）男女とも。 

ン申し込み先と間い合わせ 山形清蔵まて冬 

（自宅）五所川原市松島町1の83 か34 - 7608 

平成 5 年 7 月25日 （日）必着 

第 7回 五所川原市民 
陸上競技選手権大会 

レ期 日 平成 5 年 8 月22日 （日） 

開会式 9:30 競技開始10:00 閉会式15:00 

レ」易 所 五所川原市飯詰勤労青少年センター陸上競技場 

レ種 	目 一般男子（高校、大学含む）lOOm・1, 500m・3,000m 

(40才以上）・5,000ni・走幅跳・砲丸投（5.4雨） 一般女子（高校、 

大学含む）lOOm・800m・1,500ni. 走幅跳・砲丸投（4.0雨） 

中学男子 lOOm・800m・3,000m・走幅跳・砲丸投 

中学女子 lOOm・800m・ 1,500m・走幅跳‘砲丸投 

＞申し込み 別紙申し込み用紙に必要事項を記入し、参加 

料を添えて申し込む。ン参加料 1メ. 200円。 

＞申し込み先 山形清蔵まて冬 

（自宅）五所川原市松島町1の83 

廿 34 - 7608 平成 5 年 7 月25日 （日）必着 

二夏の防犯運動 

実施期間〈器舞詔器農な〉1カ月間 
重点推進事項 

① 盗難の防止 

② 暴力の追放 

③ 少年の非行防止 

25周年記念チャリティ 
25時間サッ力ー大会開催 

レ日 時 平成五年 7 月31日（土）~8 月 1 日（日） 

レ場 所 北斗サッカー競技場（河川敷） 

レ事業内容 (1）小・中・高・一般サッカー大会 

(2)ポ「ール l)フティ ング大会 （3）親子PK合戦 

(4)糸工白対抗ーサッカー大会 ※個人の参加大歓迎です。 

レ間い合わせ 五所川原サッカー協会福士和弘廿34-2777 

「第2回 舞夢夢一 	一雄ー 

スポーツ医事相談室の開設 
スポーツ選手及び愛好者でスポーツ障害や健

康管理について、スポーツ ドクターの指導助言を

受けたい方のために、次のとおり第 2 回スポー 

ツ医事相談室を開設することになりました。 

お気軽にご利用ください。 

ン日 時 7 月．29日（木）、 8 月 5 日（わ、8 月12日（わ 

いずれも午後 3 時～午後 5 時 

ン場 所 市内新町 市保健センター （市働く 

婦人の家） 

>主 催 市体育協会、北五医師会（スポーツ 

委員会） 

ン主 管 市体育協会 

レ後 援 市教育委員会 

レ申し込み先 市教育委員会内 

市体育協会事務局 

内線 2 4 8 番 

ン申し込み締め切り 7 月23日 （金） 

ンその他 1）相談料は、無料です。 

2 ）市体育協会事務局に申込書があ 4 
りますのでト記入のうえ提出してく 

ださい。 FAXでも可。 

(F AX番号 （⑩ 3 1 9 2) 

9 平成 5年 7 月巧日 

    

      

      

[25周年記念チャリテイギ
25時間サッカ一大会開催」

第 1回 青森県民駅伝競技大会
出場選手の選考会を実施します

t>日 時 予 成 五 年 7月31円(1:)-8月 1日(円)

t>場所北 Jいナッカー競技場(河川敷)

t>事業内容 (1)小 ・中・高・ 一 般サッカ一大会

(2)ボー ルリ フテ イン グ大 会 (3)親子 PK合戦

(4)紅内対抗サッカ一大会※個人の参加大歓迎ですo

b問 い 合 わ せ 五所川原サッカー協会福士和弘 ft34-2777

t>期日平成 5年 8月 11"1 (円)

t>会場五所川原商業高校 グランド

t>受付 8時 30分-911寺40分

t>参加資格

0中学生(男友)一般(女)3，0∞m10時10分スタート

0一散(高校・大学生合む)5，0∞m10時30分ス・タート

!?森県民駅伝競技大会 五所川原市実行委民会

五所川原市教育委民会社会体育課 内線250

[第2回 「

スポーツ医事相談室の開設」
第12回青森県小学生
陸上競技大会五所川原市予選会

スポ ーツ 選手 及び 愛好 者で スポ ーツ 障害 や健

康管珂について、スポーツドクターの指導助言を

受けたい方のために、次のとおり第 2回 ス ポ ー

ツ医事相談室を開設することになりました。

お気中圭にご利用くださし」

7月29円(木)、 8月 5 日(木)、 8月 12日(木)

いずれも午後 3時 ~ 午後 5時

じ〉場所 市内新町市保健セ ンター(市働く

婦人の家)

t>主催 市体育協会、北五医師会

委員会)

じ〉主管 市体育協会

じ〉後援 市 教 育 委 員 会

t>申し込み先 市教育委員会内

市体育協会事務局

内線 248番

じ〉 申 し 込 み 締 め 切 り 7月23日(金)

じ〉 そ の他 1 ) 相談料は、無料です。

2 )市体育協会事務局 に 申 込 升 が あ

りますので記入のうえ提出してく

ださし'0 F A Xで も可。

(F A X番 号 ⑪3 1 9 2) 

時t>日

t>期日 平成 5年 8月221"1 (日)

開会式 9 : 30競技開始10: 00 閉会式15: 00 

b会 場 五所川原市飯詰勤労占少年センタ一隆卜iE伎湯

t>種目 男子 4年 100m・5年 100m・6年

100m' 200m. 1， 500m・走幅跳 ・ボール投4Xl∞mR 

女子 4年 100m・5年 100m・6年

100m. 200m. 800m・走幅跳 ・ボール投4Xl∞mR 

※ソフトボール l号を使用(ボール投)男女ともo

b申し込み先と問い合わせ 山形清蔵まで

(自宅)五所川原市松島町 1の 83 ft34 -7608 

苧成 5年 7月25日 (日) 必者 (スポーツ

五所川原市民
陸上競技選手権大会

第 7回

l夏の交通安全連覇]

t>期日 平成 5年 8月22日(日)

開会式 9 : 30 競技開始10: 00 閉会式15: 00 

b場 所 五所川原市飯詰勤労青少年センター陵 t競技湯

じ〉 種 目 一般男子(高校、大学含む)100m. 1， 500m . 3， OOOm 

(40才以1:-.). 5，∞Om・走幅跳 ・砲丸投(5.4kg) 一般女子(高校、

大学含む)100m. 800m . 1， 500m .走幅跳 ・砲丸投(4.0kg)

中学男子 100m・800m・3，000m.走幅跳 砲丸投

中学女子 100m・800m. 1， 500m・走幅跳・砲丸投

じ〉 申し込み 別紙申し込み用紙に必要事項を記入し、参加

料を添えて申し込む。 t>参加料 1人 200円。

t>申し込み先 山形清蔵まで

(自宅)五所川原市松島町 1の 83

宮 34-7608 平成 5年 7月25日 (日)

平成5年 7月21自体)から
実施期間 ( _..~ . ' _ )10日間

平成5年 7月30日(劃まで

必者

運動の重点

飲桝運転の追放

シートベノレトの正しい着用の徹底

子どもと向齢身の交通事故防止

主主法駐車の締め出し

①

②

③

④

 

|夏の防犯運動 |
平成 5年 7月21日(水)カ、

実施期間 〈 、り) 1カ月間
平成 5年 8月20日(剣まで

重点推進事項

① 盗難の防止

② 恭力の迫放

③ 少年の非行防止

平成5年7月15日9 



市では今年度から、各種検診を 1 回 （半日～ 

1 日） で終了できる総合健診 （集団検診） を実 

施いたします。 

〇検診日程 9月～12月 （38日間） 

〇検診場所 市保健センター 

〇申し込み期間 7/15（木）-23（金）まで 

〇申し込み 保健協力員、一部町内会長（保健 

協力員のいない地区）、 市役所各支所、市保 

健環境課へ。 

〇申し込み方法 広報と同時配布されるチラシ 

“総合健診のお知らせ” の中の申し込み書に 

記入の上申し込んでください。 

一 ※料金は検診日に会場でお願いします。 

「 ※7o歳以上の方、生活保護世帯の方、市民税非 

課税の方は無料てH二 

（当日、証明書を提出してください。） 

〇注意 1）電話による申し込みはご遠慮くださ 

L, '. 
2) H 5年4月から医療機関でミニドック （基 

本健診）、子宮がん、乳がんの個別検診を受 

けた方は同じ種類の検診を集団では受けら 

れませんのでこご了承ください。 

3）全種類を受けることが原則てH が、 どうし 

収集月日 収 集 区 域 
申し込み． 
締め切り 

8月3日 旧市内、湊、湊団地 7月28日 

8 月11日 
若葉、松島町（吹畑含む）、 

みどり町、雇用促進住宅 
8月5日 

8 月18日 
七和、梅沢、長橋（興隆）、 
栄、松島 

8月12日 

8月25日 
飯詰、毘沙門、三好、中川 

（桃崎）、長富 
8月19日 

「、出してもよい物 洗濯機、冷蔵庫、テレヒ八 

ベッ ト、 タンス、 イス、テーブル、 ミシン、 

ジュータン、机、空ドラム缶、 自転車、石油 

ストーブ、 スノーダンプ 

ン出せない物 リヤカー、農機具、バイク、月く 

ームタンク、古タイヤ 

ン申し込み 保健環境課（内線269番） 

ン粗大ゴミには名札をつけてください。 （申告 

と名札のない物は、」むz集しません。） 

＞各家庭からの粗大ゴミは 3 個までとします。 

」反集日の朝8時まで出してください。 

市役所 35 - 2111 

虫送り市民総合健診 健康なときこそ健診を 
ても都合ある方は選ぶことができます。 

4）健診日はその内容の関係上、男女別々の日 

程で実施されます。 

5）妊娠している方、職場検診を受けている方 

は除きます。 

☆受診日については申し込まれた方に市が受診 

日を指定し、後日、個人通知します。 

☆遠方の地区には送迎用バスが出ますのでご禾リ 

用ください。駐車場も確保してあります。 

問い合わせ 保健環境課健康推進係 

内線268・272 

検診の種類 対 象 及 び 料 金 

①基本健康診査 市内に居住する 
（循環器の関係） 040歳以上（S 29.3.31生まれまで） 

②胃 が ん 検 診 の男性は①～④ 

ノ国保加入者 	1,3001'孤 
、その他の保険加入者 1,700円ノ 

③大腸が ん 検診 040歳以上の女性は①～⑥ 

④肺 が ん 検 診 I国保加入者 
、その他の保険加入者 3 円ノ ,000 

（結核検診含む） 
030 	--.39歳 (S29.4. 1- S 39.3. 

⑤子宮 が ん 検診 31生まれまで）の女性は⑤⑥ 

I国保加入者 	30(〕円、 

⑥乳がん・甲状腺検診 、その他の保険加入者 1,300円ノ 

の検診を受けられます。 

需**曲*曲曲需ま* *需 * *ま需需需＊曲曲需歯曲＊曲需需 

I身健簾箱り談室 I 
需*需* ** * *需*曲曲需需*需需**需**需需需**需 

ン対象」五所川原にお住まいの方で、 ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事で心配されている方 

＞内容】」血I王相談、病気の相言炎、心の相談 

ン料金】無 米斗 

レ持参するもの】健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相言炎に応じます 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

旭 町 集 会 所 7月26日田） 10 : 30-12 : 00 

桜 田 集 会 所 7 月27日吹） 10 : 30-12 : 00 

新宮集会所（新宮、芭蕉） 7月28日泳） 13 : 00-14 : 00 

コミニに二テイセンター飯詰 7月29日困 10 : 30--12 】 00 

下 岩 崎 公 民 館 7月29日（村 13 : 00--14 : 30 

弘前大学病院2111寺間テレホンサービス 

弘前大学病院は新患受汗寸日が異なるため、 

あらかじめ電話でお確かめください。 

雷 O 1 72-38-0800 
' 

平成5年7 月15日 10 

市役所 35 -2111 

l虫送り市民総合健診-健康なときこそ健診を-J
市では今年度から、各干封食診を 1回〈半日~

1日〉で終了できる総 合健診(集団検診〉を実

方包いたします。

0検診日程 9 月 ~1 2月 (3811 川)

0検診場所 市保健センター

0 申し込み期間 7/ 15(木)~23(金)まで

0申し込み 保健協力員、 -tflllllf内会長(保健

協力員のいない地区)、 市役所各支所、 dT保
健諜境課〈。

0 申し込み方法 広報と !日!時配布されるチラシ

“総合健診のお知らせ"の'1'の けiし込み舎に

記入の上申し込んでください。

※料金は検診トlに会場でお願いします。

※70歳以上の方、生活保護世郁の方、 di民税Jド
課税の方は無料です。

(当円、説明書を挺/J¥してください。)

0注意 1)屯話による 申 し込みはご遠慮くださ

レ、

2) H 5年 4月から医療機関でミニドック(ぷA

本健診)、子宮がん、手しがんの伊l別検診を受

けた方は同じ種類 の検診を集|寸|では受けら

れませんのでご了承ください。

3)全種類を受けることが原則ですが、どうし

収集月日 収集区域
申し込み
締め切り

8月3日 11]市内、湊、淡卜tl地 7月28日

8月11日
若菜、松島町(1次畑含む)、

8月5日
みどり町、雇用促進住宅

8月18日
七和、J梅沢、長続(興隆)、

8月12日
栄、松島

8月25日
飯詰、毘沙門、 三好、 '-1リ11

8月19日
(桃崎)、長官

仁〉出しでもよい物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、

ベット 、 タンス 、イス、テーブノレ、ミシン、

ジュータン、机、空ドラム缶、自転車、石油

ストーブ、スノーダンプ

じ〉出せない物 リヤカ一、農機具、バイク、ホ

ームタ ンク、古タイヤ

じ〉 申し込 み 保健環境課(内綿269番)

じ〉粗大ゴミには名札をつけてください。(申告

と名札 のない物は、収集しません。)

じ>各家庭からの組大ゴミは 3個までとします。

収集日の朝 8時まで、出してください。

ても都千子ある点は選ぶことができます。

4)仏t診口はその内容の関係 1--、タJ夕、刀リ々 の 11

担 で 実 施 さ れ ま す。

5)肝 娠 し て い る 方、職場検診を受けているノJ

は除きます。

会受診 11については'11し込まれた)iに diが受診

11を指定し、後円、イl古l人通知します。

公述ノ王の地 I?<~には送迎用パスが /1\ ますのでご平IJ

J-IJください。馬E車場ーも確保しであります。

問い合わせ 似健環境課健康推進係

内線268・272

検診の楠'fjj 対象&.ひ料金

1 .)，~本健康診 1f. di[-人lにJ1';'ィiーする
(循環6Sの関係) 040歳以卜 (S29.3.31'1まれまで)

2' '，'j' がん検診
の!)J性は 1~， 1

(~刷l人{行民 l，300111) 
その他の険加|人目 1，7001'1

3大腸がん検診 040歳以上のk位は 1~ ' 6 

1 n，li がん検 診 (~保h1也以 行 l，600111) 
(結核検診含む)

そのの保険fJlI人(!3，0001'1 
0 30歳~39歳 (S29.4 1 ~ S39. 3 

'5 {- "点がん検診 31生まれまで)の女竹は 5fi 

6乳がん -fj1状腺検珍

(1叫仰H人将 3州)
その他の保険加入者 1，3001'1

の検診を受けられます

***ま************************
支 身も心もさっぱり it 
t 健康相談室 長
************女***************

じ〉対象 五月一r)111点にお住まいの方で、 ご rl身止え

び家族の身体ぐあいの事で心配されているノj

b内容 血圧相 談、病気の相談、心の相談

仁〉料金 無料

c>持参するもの :健康手帳(お持ちの方)

保健婦がヰ11談 に 応 じ ま す

開催場所 開催月日 開 催 H寺1/¥1

旭 町集会所 7月26日(川 10 • 30~12 • 00 

桜 |刀 集 会 所 7月27日以) 10 • 30~12 • 00 

新宮集会所(新宮、芭蕉) 7片28日休) 13 • 00~14 • 00 

コミュニティセンター飯詰 7月29日(，f:) 10 • 30~12 • 00 

下米崎公民館 7月29日休) 13 • 00~14 .30 

[一2崎間一一ビス)弘前 大 学 病 院は新忠受付 Mが異なるためj

あらかじめ屯話でお確かめください。 i
宮 017 2-38-0800 ~ 

平成 5 年 7 月 15~1 10 



イ冒月支肖 

、 	市役所容35- 2111 

献血 

のびのび赤ちゃん・満1歳 

、A, 
佐藤大介ちゃん（岩木町） 

斯ー一日 時 場 	所 

7 月28日 

（水） 

午前10時から 
午前11時30分まで 

か
 
ノ一
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前
？
う

／
 午後 0時30分から

午後 2時まで 

東北電力 
五所川原営業所前 

午後 2時15分から

午後 4時まで 
五所川原 

高等学校前 

8月の保健センター相談日 

種 開 設 日 内 	容 

母と子の相談日 

第1、第 3（金） 
8月 6 日、20日 
10 : 00--12 】 00 
13 : 00-15 : 00 
（第 3 の午後は
予約相談です） 

乳児、幼児の発
達相談、育児の
相談、お母さん
の悩みごと相談
など 

成人の相談日 

第 2、第 4（金） 
8月13日、 27日 
10 : 0O--12 : 00 
13 : 00--15 : 00 
（第 4 の午後は
予約相談です） 

血圧の相談、食
事の相談、心身
でご心配なこと
など 

〈問い合わせ・連絡先〉 

市保健環境課健康推進係 （内線268・272)  

母・弘美さん 未だ歩けませんが、元気いっぱ

いです。テレピでもなんでも、ボタンに興味を

もって、 ポンポン押すんですよ。上の子（女の

子） といつも仲よく遊んでいます。 とにかく病

気をしないようにと願ってル、ます。  

母と子の料理教室 
たべるの大好き、 お半斗理つくるの大好きな了 

どもさん、食生活改善推進員と一緒に、お米斗理 

をつくってみませんか。  
日時 7月22日（木）、23日（金）午前 9日寺30分～ 2日寺

場所 五所川原市働く婦人の家2階調理実習室

対象 小学生高学年から中学生のみなさAノ

持参するもの ェプロン、ふきん、三角きん

料金 無料です 

申し込み 三森敬子一（TEL35 - 4593) 

市保健環境課（TEL35 一 2111内線268) 

戸すくすく健診 
ン場所 市保健センター（新町バス停前） 

ン時間 受イ寸12 : 30から 

健診12 : 45から15 】 00までの予定

＞持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、 

3歳児には個人通知いたします。同封のアン

ケートに記入して、尿を小ビンに入れプて持参

ください。 

(D 3 カ月健診に来れフまかった方は、神経芽

細胞腫（小児がん）の検査セッ トを、母子健

康手帳を持参のうえ保健環境課窓ロにもらレ、 

にきてーく 7’どさし、。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）の才三3子一

さんはご遠慮ください。 

11 平成 5 弁 7 月15日 

@）健診会場での飲食はご遠慮ください。 

ン問い合わせ 保健環境課（内線268・272) 

月 	齢 対象児 期 	日 主 な 内 容 

3カ月児 
H5年 
4月生まれ 

H5年 
8月10日因 

小児科診察、神経芽細胞腫
セット配布、育児情報交換等 

6カ月児 
H5年 
1月生まれ 

8月17日因 離乳食の試食 
発達相談等 

1 歳 児 
H4年 
7月生まれ 

8月23日囲 育児情報交換 
発達相談等 

工歳 
bカ月児 

H4年 
2 月生まれ 

8月24日因 小児科・歯科診察 
丈夫な歯と顎になるためのお話 

3歳児 
H2年 
2 月生まれ 

8月26日困 小児科・歯科診察‘尿検査
視聴覚検査等 

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健センター 

“母と子の相談日（第1、3 金曜日）”も御利用ください。 

のびのび赤ちゃん ・満1歳月

市役所 n35-21官官

l献血|

文7J月

(岩木町)

母・弘美さん 米だ歩けませんが、元気いっぱ

いです。 テレビでもなんでも、ボタンに興味を

も って、ポンポン押すんですよ。 上の子(女の

子)といつも仲よく遊んでいます。 とにかく病

気をしないようにと願っています。

| 母と子の料理教室 | 
たべるの大好き、お料理つくるの大好きな子

どもさん、食生活改善推進員と 一 緒に、お料理

をつくってみませんか。

日時 7 月 22 日休)、 23 日(金)午前 9 時30分~2 時

場所 五所川 原市働く婦人の家 2階調理実習室

対象 小学生高学年から中学生のみなさん

持参する もの エプロン、ふきん、 三 角きん

料金 無料です

申し込み 三森敬子 (TEL35-4593) 

市保健環境課 (TEL35-2111内線268)

佐 藤大介ちゃん

18月の保健センター相談日1
.ft1i 日IJ 開設日 内 耳、-

Nfi 1、第 3(金)
乳児、幼児の発

8月611、20円

10 : 00~12 . 00 
達相談、育児の

1:土と fの相談日
13 : 00~15 : 00 

相談.お母さん

(第 3の午後は
の悩みごと相談

(.約相談です)
など

第 2、第 4(金)
8月13日、 27日 血圧の相談、食

J，¥(人の十11談 11
10 : 00~ 1 2 : 00 TJ:;:の相談‘心身
13 : 00~ 1 5 : 00 でご心配なこと
(第4の午後は なと

予約相談です)

〈問い合わせ・連絡先〉

市保健環境課健康推進係 (内線268・272)

③ 健診会場での飲食はご遠慮ください。

仁〉問い合わせ 保健環境課(内線268・272)
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月 齢 対象児 期 日 主な内容

3カ月児
H5年 H5年 小児科診察、神経芽細胞腫
4月生まれ 8月10日(>'zlセット配布、育児情報交換等

6力月児
H5年

8月17日(大)
離乳食の試食

]月生まれ 発達相談等

H4年
8月23日(月)

育児情報交換
7月生まれ 発達相談等

1歳 H4年
8月24日伏)

小児科・歯科診察
6力月児 2月生まれ 丈夫な歯と顎になるためのお話

3歳児
H2年

8月26日(本)小児科 ・歯科診察・尿検査
2月生まれ 視聴覚検査等

市保健センター

受付 12 ・ 30から

健診12 : 45から 15 : 00までの予定

じ>持参するもの 母子健康手帳、パスタオル、

3歳児には個人通知いたします。 同封のアン

ケートに記入して.尿を小ビンに入れて持参

ください。

① 3ヵ月健診に来れなかった方は、神経芽

細胞腫(小児がん)の検査セットを、母子健

康手帳を持参のうえ保健環境課窓口にもらい

にきてください。

② 病気療養中(特に伝染性の病気)

さんはご遠慮ください。

じ>場所

b時間

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健センター

“母と子の相談日(第 1、3金曜日)"も御利用くださ い。
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に
一
度
、
皆
さ
ん
仲
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大
き
な
声
で
思
い
っ
き
り
歌
っ
て

い
ま
す
。
健
康
に
は
何
よ
り
も
一

番
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
い
と
お

っ
し
ゃ
る
の
は
代
表
の
石
沢
和
子

さ
ん
。（
元小
学
校
教
諭
）
指
揮
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当
し
て
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す
。
ピ
ア
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伴
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は
、
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さ
ん
の
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さ
ん
の
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こ
の
日
の
曲
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
映
画
 
「オ
ズ
の
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が
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